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愛 知 県 



 

 



 

 

は じ め に 

 

 

 洪水、雨水出水、津波又は高潮による水害を防ぐには根本的な治水対策が必要であ

るが、この治水事業には巨額の費用を要するので、その早期完了は残念ながら、簡単

にはできないのが現状である。 

 

 そこで、治水事業とあいまって、水害による被害を最小限にくいとめるため、水防

活動が必要となる。 

 水防は、水との闘いであるばかりでなく、時間との闘いであるといわれている。 

 水害時における水防活動が最大の効果を発揮するには、的確で迅速な行動が要求さ

れる。 

 

 そのためには、まず第１に事前に綿密な計画をたて、十分な準備をしておかなけれ

ばならない。 

 第２に、水防の効果を十分に確保するには、水防に関する情報を迅速的確に把握す

る必要があり、このためには、通信網及び連絡体制の整備強化を図らなければならな

い。また必要に応じて報道機関の協力を求める必要がある。 

 第３に、水防活動を円滑に実施するためには、必要な資材器具、施設の整備と運用

を図る必要がある。 

 

 これら、水防の第一次的責任は、市町村等の水防管理団体であるが、それぞれ個々

の判断に委ねるのみではなく、県内統一的な計画を策定することで一層効果が期待さ

れるものである。 

 

 このため、県内の水防事務に関し、基本的かつ具体的な内容、すなわち、水防上必

要な監視・警戒・通信連絡・水防組織等に関する事項を示す令和５年度の愛知県水防

計画をここに策定する。 
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